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町民憲章

　わたしたちは、津軽海峡の青い海と美しいみどりの丘と、太陽に

恵まれた本州の最北の地に住む大間町の町民です。

　先人の力と汗の偉業をたたえ、自然をいつくしみ、郷土を愛し、

自覚と責任をもって、文化的でたくましく、豊かで明るく、うるお

いのある住みよい町にするためにこの憲章を定め実践します。

　

　１．健康でよく働く豊かな町をつくりましょう。

　１．きまりを守り、明るく住みよい町にいたしましょう。

　１．教養と文化の高い清らかな町をめざしましょう。

　１．互いに話し合う平和でなごやかな町をきずきましょう。

　１．人を愛し、まことをつくすしあわせな町に育てましょう。

元気よく「ハイ！」

少し緊張しています。
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私
は
町
長
就
任
以
来
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
の
び
の
び
・
生
き
生
き
・
悠
悠
」

と
暮
ら
せ
る
町
を
実
現
す
る
た
め
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
事
に
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
町
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
私
た
ち
の
町
大
間
を

築
く
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
に
お
い
て
も
、
こ

の
基
本
的
考
え
の
下
、
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
政
府
は
地
域
主
権
戦
略
大
綱
を
閣
議
決
定
し
、
国
と
地
方
の
関
係

を
国
が
地
方
に
優
越
す
る
上
下
関
係
か
ら
、
対
等
の
立
場
で
対
話
の
で
き
る
新
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
へ
転
換
し
、
国
民
が
地
域
の
住
民
と
し
て
自
ら
の

暮
ら
す
地
域
の
有
り
方
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行
動
し
、
そ
の
行
動
と

選
択
に
責
任
を
負
う
と
い
う
住
民
主
体
の
発
想
に
基
づ
い
て
改
革
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
、
基
礎
自
治
体

へ
の
権
限
委
譲
、
ひ
も
付
き
交
付
金
の
一
括
交
付
金
化
な
ど
の
方
針
を
示
し
、
地

域
主
権
改
革
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
町
村
は
、
こ
う
し
た
地
域
主
権
改
革
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
実
情
に
沿
っ
た
個
性
あ
ふ
れ
る
行
政
を
、
主
体
的
に
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
勿
論
の
こ
と
、
職
員
の
よ

り
高
度
な
政
策
能
力
や
経
営･

管
理
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
第
５
次
大
間
町
総
合
計
画
に

定
め
た
『
自
立
し
た
、
活
力
と
元
気
あ
ふ
れ
る
、
輝
く
ま
ち
「
大
間
」
』
の
実
現

に
向
け
一
所
懸
命
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
地
域
づ
く
り
は
教
育
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
小
中
学
校
に
お
け
る
基

礎
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
が
採
用
す
る
臨
時
講
師
を
配
置
し
、
き
め
細
か

な
指
導
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
綱

が
全
面
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
外
国
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
更
な
る

指
導
強
化
を
実
施
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
減

少
が
進
展
し
て
い
る
中
で
今
後
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
専
門
家
や
地
域

の
方
を
交
え
た
協
議
の
場
を
設
置
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
子
供
達
に
と
っ

て
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
更
に
、
子
育
て
支
援
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
大
間
町
き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
し
、
家

庭
で
の
子
育
て
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
適
切
な
相
談
窓
口
や
子
育
て
世
代

の
相
談
・
情
報
提
供
の
場
の
創
出
、
幼
児
教
育
の
支
援
な
ど
地
域
全
体
で
子
育
て

を
支
援
す
る
体
制
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
で
は
、
大
間
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
改
修
が
完
了
し
た
こ
と
で
、
学
校
教

育
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
共
に
、
社
会
体
育
に
お
い
て
も
、
そ
の
振
興
に
寄
与
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
戸
地
区
の
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る

（
仮
称
）
奥
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
こ

の
施
設
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
使
い
勝
手
の
良
い
施
設
で
あ
る
こ
と
や
社
会
教
育
・

社
会
福
祉
・
地
域
防
災
等
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
間
町
も
平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
た
め
の
大
間
町

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
事
業
実
施
に
向
け
作

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

平 

成 

23 

年 

度
　
施
　
政
　
方
　
針

大
間
町
長
　
金
　
澤
　
満
　
春
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今
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
大
間
函
館
航
路
の
存
続
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
青
森
県
・
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
・
町
と
の
３
者
に
よ
り
存
続

の
為
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
き

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
航
路
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
誰
も
が
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
運
航
の
方
法
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
早
期
に
解
決
し
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
航
路
が
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
青
森
県
民

や
日
本
国
民
に
と
っ
て
重
要
な
航
路
で
あ
る
こ
と
を
議
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
訴

え
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
国
に
対
し
国
土
軸
と
し
て
国
の
責
任
の
下
で
航
路
を

維
持
し
て
い
た
だ
く
よ
う
求
め
て
参
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
関
係
団
体
や
専
門
家
な
ど
で
組
織
す
る
（
仮
称
）

大
間
町
漁
業
振
興
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
昆
布
の
不
漁
対
策
や
現
在
行
わ
れ
て
い

る
種
苗
生
産
放
流
事
業
等
の
検
証
・
新
た
な
作
り
育
て
る
漁
業
の
可
能
性
の
検

討
・
後
継
者
育
成
対
策
等
漁
業
全
般
に
わ
た
る
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
藻
場
の
回

復
・
漁
獲
量
の
向
上
・
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
海
を
育
む
た
め
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
山
の
機
能
を
回
復

す
る
た
め
、
広
葉
樹
の
植
栽
や
下
刈
り
・
除
間
伐
等
を
行
な
い
山
・
川
・
海
の
循

環
を
正
常
化
し
前
浜
の
藻
場
回
復
に
つ
な
げ
る
た
め
海
づ
く
り
森
林
整
備
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
の
活
用
・
農
業
従
事
者
の
育
成
や
大
間
町
に

適
し
た
農
業
の
あ
り
方
等
の
方
策
を
農
業
委
員
会
や
農
家
と
の
協
議
を
行
い
な
が

ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

畜
産
業
で
は
、
後
継
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
大
間
牛
の
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
地
元
商
店
や
料
飲
店
・
宿
泊
施
設
な
ど
で
安
定
し
て
提
供
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
引
き
続
き
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

商
工
観
光
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
観
光
は
、
地
域
産
業
に
貢
献
で
き
る
産

業
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
「
マ
グ
ロ
の
町
大
間
」
と
し
て
知
名

度
の
高
ま
り
と
と
も
に
観
光
客
が
増
加
し
、
近
年
で
は
冬
季
間
の
観
光
バ
ス
の
乗

り
入
れ
な
ど
通
年
観
光
に
大
き
く
期
待
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

対
応
す
る
た
め
、
通
年
利
用
可
能
な
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成･

研
修
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
経
営
者

の
育
成
事
業
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

福
祉
事
業
で
は
、
老
人
福
祉
施
設
「
く
ろ
ま
つ
」
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め
、

昨
年
設
計
を
終
了
し
た
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
改
修
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
を
活
用
し
、
毎
戸
訪
問
に
よ
る
要
援
護

者
の
把
握
や
災
害
時
の
避
難
対
応
の
強
化
充
実
を
図
る
た
め
の
要
援
護
者
実
態
調

査
事
業
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

保
健
事
業
で
は
、
子
ど
も
の
保
健
の
向
上
と
健
や
か
な
育
成
を
目
的
と
し
、
従

来
の
県
補
助
対
象
分
で
あ
る
出
生
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
に
加
え
、

新
た
に
小
学
校
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
償
化
い
た
し
ま
す
。
更
に
は
、
が
ん

検
診
の
無
料
化
と
検
診
車
で
実
施
さ
れ
る
特
定
検
診
・
が
ん
検
診
（
婦
人
が
ん
検

診
を
除
く
）
事
業
の
際
に
は
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
協
力
を
頂
き
朝
食
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
町
と
し
て
、
町
民
皆
様
の
健
康
の
向
上
を
願
い
健
康

診
断
の
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。
町
民
皆
様
に
は
自

ら
の
健
康
維
持
向
上
の
た
め
、
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
よ
う
期
待
い
た
し
ま

す
。

　

環
境
衛
生
事
業
で
は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
及
び
施
設
等
業
務
を
民
間
委
託

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
民
間
活

力
の
向
上･

更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

社
会
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
・
港
湾
・
漁
港
・
上
下
水
道
な
ど

住
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
事
業
を
整
備
計
画
に
基
づ
き
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

今
、
国
政
が
非
常
に
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
私
た
ち
地
方
自
治
体
は
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
地
域
住
民
福
祉
の
向
上
と

町
勢
発
展
の
た
め
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
『
自
立
し
た
、
活
力
と
元

気
あ
ふ
れ
る
、
輝
く
ま
ち
「
お
お
ま
」
』
を
実
現
す
る
た
め
、
議
員
各
位
を
は
じ

め
と
す
る
町
民
皆
様
の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
目
的
達
成
の
た
め
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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60億2,900万3千円

112万６千円（増減０）
　歳入の主なものは支払基金交
付金56万５千円。歳出の主なも
のは医療給付費100万円。

９億9,139万６千円（1.4％増）
　歳入の主なものは医療給付費
分・後期高齢者支援金分・介護
納付金分を合わせて２億9,033
万９千円。歳出の主なものは保
険給付費の５億8,701万５千円。

２億879万２千円（43.6％増）
　歳入の主なものは海峡保養
センター事業収入の１億1,142
万１千円。歳出の主なものは光
熱水費等需用費、管理組合業
務等委託料合わせて１億3,511
万９千円。

老人保健特別会計予算 国民健康保険特別会計予算海峡保養センター事業等特別会計予算

今年度の当初予算額
平成23年度

当初予算

町の台所事情

依
存
財
源

（
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
）

自
主
財
源

（
町
独
自
で
の
徴
収
や
収
納
）

前年度比　18億5,502万7千円の増（44.4％増）

　

昨
年
度
当
初
予
算
比
で
18
億
５
５
０
２
万
７
千
円
の
増

額
（
44
・
４
％
増
）
と
な
っ
た
今
年
度
の
当
初
予
算
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
事
務
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
た

今
年
度
の
予
算
編
成
が
行
わ
れ
、
平
成
23
年
の
第
１
回
町

議
会
定
例
会
（
３
月
議
会
）
に
お
い
て
、
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
予
算
な
ど
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

予算の効率的運用を徹底

60億2,900万3千円60億2,900万3千円60億2,900万3千円
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収益的収入及び支出

収入�１億7,091万７千円

支出�１億3,271万３千円

資本的収入及び支出

収入�２億7,488万８千円

支出�３億9,789万２千円

（不足分は内部留保資金で補填）

4,410万５千円（4.9％減）
　歳入の主なものは後
期高齢者保険料2 , 1 5 1
万７千円。歳出の主なも
のは後期高齢者医療広域
連合納付金4,105万５千
円。

２億3,146万９千円（51.4％減）
　歳入の主なものは事業
収入1,947万１千円、国
庫支出金5,200万円。歳
出の主なものは管渠布設
工事等１億円。

４億5,066万７千円（3.5％増）
　歳入の主なものは介護
保険料7,194万２千円。
歳出の主なものは保険
給付費３億8,654万１千
円。

水道事業会計予算 後期高齢者医療特別会計予算下水道事業特別会計予算 介護保険特別会計予算

消防費

諸支出金

教育費

公債費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

土木費

商工費

予備費

議会費

4.9％：291,549円
〈災害防除及び災害が生じた場
合の活動経費〉
【主なもの】
下北地域広域行政事務組合負担金
� ２億７，１６７万８千円

7.3％：441,176円
〈他の科目に属さない経費〉
【主なもの】
大間病院会計負担金
� ２億４，７１７万６千円

〈教育の育成・向上に必要な経費〉
【主なもの】
（仮称）
奥戸コミュニティセンター建築工事
� ２億５，１１６万円
奥戸中学校校舎外壁改修工事
� ３，１８１万５千円
学力向上事業費� １，４３７万円

6.8％：410,939円
〈借金を計画的に返済する経費〉
【主なもの】
元金分� ３億２，６３４万５千円
利子分� ８，４５９万４千円

〈特別職の給料をはじめ、全般的な
管理事務に必要な経費〉
【主なもの】
新船建造工事
� １３億５，０００万円
大間・函館航路維持事業費補助金
� ３，０００万円
下北地域広域行政事務組合負担金
� ３，３４５万円

〈住民の一定水準の生活を保障す
るのに必要な経費〉
【主なもの】
下北地域広域行政事務組合負担金
� ２，１２３万８千円
後期高齢者医療療養給付費負担金
� ５，０１２万３千円
大間保育園運営費
� ６，３７６万６千円

〈住民が健康にして衛生的な生
活環境を保持するための経費〉
【主なもの】
下北医療センター負担金
� １，１２３万８千円
子ども医療費
� １，４４７万円
下北地域広域行政事務組合負担金
� ２億３２９万７千円

0.1％：6,347円
〈労働者の安全就労対策を推進
する経費〉

10.4％：625,110円
〈農業・漁業の振興を図るための
経費〉
【主なもの】
大間町水産振興事業費補助金
� ６，２１２万５千円
材木漁港整備工事
� ２億８，４００万円

3.8％：228,815円
〈道路などの生活環境を整備する
ための経費〉
【主なもの】
大間根田内４・５・６号線舗装・
補修工事
� ３，０００万円
大間町下水道事業特別会計繰出金
� １億７２６万２千円

2.6％：156,807円
〈観光産業の振興を図るための経費〉
【主なもの】
大間町ブルーマリンフェスティバル
企画運営委託料� １，２３９万円
融資対策事業貸付金� １，３００万円

0.3％：20,000円
〈予算外の支出または予算超過の
支出を想定した経費〉

1.2％：75,132万円
〈議会の活動に要する経費〉

【主なもの】
県町村議会議長会ほか各種負担金
� 7１万３千円
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まちのできごと

元気に「ハイ！」

お め で と う！

席はどこかな？

上級生から歓迎の言葉

余裕の年長さん！

入学式を終えてリラックス①

手をつないで入場

入学式を終えてリラックス②

年長さんから歓迎の歌

☆ピッカピカの１年生☆
～大間小学校入学式～　

☆新たに21名が仲間入り☆
～大間幼稚園入園式～　

　４月７日（木）、各学校で入学式が行われまし
た。入学式当日は、晴天に恵まれ、新たなスター
トにふさわしい日となりました。大間小学校では
新入生37名が緊張しながらも元気よく入場し、担
任の先生から名前を読み上げられると大きな声で
返事をしていました。
　その後、６年生が「ご入学おめでとうございま
す。皆さんが入学するのを楽しみにしていまし
た。」と新入生を歓迎しました。

　４月11日（月）、大間幼稚園で入園式が行われ
ました。当初は８日（金）の予定でしたが、停電
のため３日遅れの入園式となりました。
　新しく入園した子どもたちは、お父さん、お母
さんに手を引かれながら入場し、名前を呼ばれる
と「ハイ！」と元気に返事をしていました。川端
園長から、年長さんに「新しい仲間のめんどうを
見てほしい。仲良く遊んで下さい。」とお願いを
したら、年長さんから「ハイ！」と大きな返事が
返ってきました。 元気に「ハイ！」
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まちのできごと

　３月25日（金）、大間町から宮古市（岩手県）
へ支援物資が送られました。
　３月11日（金）に発生した、東日本大震災で甚
大な被害を受けた岩手県宮古市とは、地域の特性
を活かした交流を促進するため、平成16年に本州
四端協議会（東端　岩手県宮古市、西端　山口県
下関市、南端　和歌山県串本町、北端　大間町）
が設立され観光PR活動などを行ってきました。
　平成21年に、４市町による大規模災害時の相互

援助協定を締結
しており、協定
に基づき初めて
支援物資（非常
食1200セット、
米２トン、飲料
水3,000本）を
宮古市へ届けま
した。

　４月４日（月）、幸樹園（鶴田町）の皆さんが大間町長を訪ね、去
る１月に「大間のマグロ漁師さん」から頂いた寄付金（38万円）のお
礼として、施設の子供たちが「大間の漁師さん」へ宛てた感謝の気持
ちをつづった冊子を金澤町長へ手渡しました。
　山口園長から、「何か物を買うことも考えたが、子供たちと話し合っ
た結果、例年７月に実施している体験キャンプで使い、いろいろな体
験をしたい。ぜひ、大間町にも来たい。」と話をしてくれました。
　町長から大間町の印象を聞かれ、一緒に訪れた子供たちは「海がき
れい」、「マグロを食べれた」とうれしそうに話をしてくれました。

大間の漁師さん　ありがとうございます

予期せぬ大震災　　助け合う心

　３月15日（火）～ 17日（木）、大間中学校の生
徒による義援金を呼びかける活動が行われました。
　３月11日（金）に発生した、東日本大震災の被
災者支援のため、大間中生徒会（伊藤　龍生徒
会長）が中心となり、町内のスーパーや郵便局
前で町民へ、義援金を呼びかけました。集まっ
た、284,585円の義援金は、青森県内で被害の大
きかった三八上北地区へ送られました。

幸樹園の皆さん

宮古市へ向けて出発 ありがとうございます① ありがとうございます②

寒い中頑張りました

お礼の手紙① お礼の手紙②

大間中学校義援金を呼びかけ宮古市（岩手県）へ支援物資

トラックいっぱいの支援物資
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今月の
あいさつ

運 動

～児童生徒をみんなで見守りましょう～

　　５月２６日（第４木曜日）　午前７：１０～７：４０
　＜大間地区＞ ● 大間小学校前交差点 ● 町営住宅前交差点 ● 大間保育園前交差点
　＜奥戸地区＞ ● 電源開発奥戸分所付近

平成23年度社会教育・年間行事予定（主なもの）のお知らせ
＊ただし都合により変更になる場合があります。

月　　　日 事　　　業　　・　　行　　　事 場　　　所
７月24日 平成23年度青森県勤労青少年ホーム交流会 十和田市
８月15日 平成23年度大間町成人式 ウィング

８月20 ～ 21日 第66回県民体育大会 青森市ほか
９月４日 第19回県民駅伝競走大会 青森市
９月25日 第26回はまなす駅伝大会 町内
10月16日 戸井地区文化祭（交流事業） 函館市戸井
10月23日 道南駅伝大会（交流事業） 函館市戸井

11月５～６日 第36回町民文化祭 大間町立公民館
11月６日 第33回大間町音楽祭 ウイング
12月４日 第26回大間町少年柔道大会 大間中学校体育館

平成24年１月５日 第40回書き初め席書大会 大間中学校体育館
奥戸中学校体育館

１月７～８日 書き初め展示 大間町立公民館
１月15日 第48回大間町少年剣道大会 大間中学校体育館
２月５日 第27回むつ下北地区子ども会郷土芸能発表会 下北文化会館
２月11日 第30回大間町青少年健全育成推進大会 ウィング
３月４日 第８回北通り地域郷土芸能発表会 ウィング

大
間
町
学
力
向
上
研
究
会

　�

奥
戸
小
学
校　

小
泉
　
秀
次

　
「
人
間
は
考
え
る
葦
で
あ
る
」

こ
れ
は
科
学
者
で
あ
る
パ
ス
カ

ル
の
言
葉
で
す
。
そ
の
「
考
え

る
」
と
い
う
働
き
を
作
り
だ
し

て
い
る
の
が
脳
で
あ
り
ま
す
。

　

脳
も
体
で
す
か
ら
、
単
純
に

言
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を

受
け
る
ほ
ど
、
鍛
え
ら
れ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
「
読
み
・
書
き
・
計
算
」

と
い
っ
た
、
小
学
校
の
基
礎
学

習
が
、
子
ど
も
達
の
脳
の
発
達

に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

体
を
鍛
え
る
時
に
は
、
毎
日

運
動
を
し
て
、
体
を
使
っ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。
脳
も

体
の
一
部
で
す
か
ら
、
体
を
鍛

え
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、
脳
を

毎
日
使
っ
て
い
く
と
鍛
え
ら
れ

ま
す
。
従
っ
て
週
２
日
の
運
動

や
学
習
で
は
体
力
や
脳
力
の
向

上
は
期
待
出
来
ま
せ
ん
が
、
毎

日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
と
大
い

に
期
待
出
来
ま
す
。
運
動
や
学

習
を
全
く
行
わ
な
い
で
い
る
と

体
や
脳
は
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

単
純
な
計
算
問
題
を
解
い
た

り
、
音
読
を
し
た
り
す
る
と
脳

は
驚
く
ほ
ど
活
発
に
働
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
要
す
る
に

「
読
み
・
書
き
・
計
算
」
は
「
脳

の
全
身
運
動
」
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
間
町
内
の
児
童
生

徒
の
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て

計
算
、
漢
字
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
脳
の
発
達
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

基
礎
・
基
本
の
反
復
練
習
に
取

り
組
む
こ
と
で
望
ま
し
い
学
習

習
慣
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
っ

て
、
宿
題
の
や
り
方
や
一
人
勉

強
の
仕
方
な
ど
を
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
学
力
の
向
上
に

役
立
っ
て
い
る
の
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

本
校
（
奥
戸
小
学
校
）
で
は
、

基
礎
学
力
の
定
着
の
た
め
に

「
奥
小
ド
リ
ル
」
や
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
タ
イ
ム
」
に
積
極
的
に
児

童
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
脳

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
生
き
て

い
く
上
で
重
要
な
思
考
力
、
創

造
力
等
を
育
て
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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奥
戸
中
学
校

立
派
な
入
学
式

　

四
月
七
日
。
新
入
生
十
二
名

を
迎
え
、
平
成
二
十
三
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
緊
張
の

中
で
も
、
中
学
生
に
な
る
と
い

う
自
覚
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
入
学

式
で
し
た
。

新
入
生
代
表
　
岩
川
兼
弥
　
君

　
誓
い
の
言
葉
よ
り
（
抜
粋
）

　

「
私
た
ち
十
二
名
は
、
六
年

間
の
小
学
校
生
活
を
無
事
終

え
、
奥
戸
中
学
校
へ
入
学
す
る

こ
と
に
な
り
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
は
今
、
大
き
な
希
望
と
い

く
ら
か
の
不
安
が
入
り
ま
じ
っ

た
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

「
自
分
の
行
動
に
自
覚
と
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

中
学
生
。」
私
た
ち
は
そ
ん
な

こ
と
を
思
い
な
が
ら
こ
の
入
学

式
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

勉
強･

部
活
動
な
ど
努
力
が
必

要
と
な
り
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
中
学
校
生

活
を
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
、

次
の
五
つ
の
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

一
、
一
生
懸
命
勉
強
や
部
活

　
　
　

動
に
励
み
ま
す
。

　

一
、
強
い
心
と
体
を
作
り
ま

　
　
　

す
。

　

一
、
毎
日
を
明
る
く
元
気
に

　
　
　

過
ご
し
ま
す
。

　

一
、
規
則
や
約
束
を
守
り
ま

　
　
　

す
。

　

一
、
父
や
母
に
心
配
を
か
け

　
　
　

ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
新
入
生
は
、
先
輩
方

が
築
き
あ
げ
た
伝
統
を
守
り
、

三
年
間
一
生
懸
命
努
力
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」

　

在
校
生
も
、
式
の
臨
む
態
度

は
立
派
で
、
全
校
四
十
名
の
新

た
な
奥
戸
中
学
校
の
伝
統
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
学
校
行
事
か
ら

　

入
学
式
の
次
の
日
は
、
県
内

の
停
電
の
影
響
で
、
臨
時
休
業

に
な
る
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
次
の
週
か
ら
は
、
身
体
計

測
、
新
入
生
歓
迎
会
、
小
中
合

同
赤
十
字
登
録
式
、
通
学
路
清

掃
、
部
活
動
組
織
会
、
参
観
日

と
一
年
生
に
と
っ
て
は
目
ま
ぐ

る
し
い
一
週
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

新
入
生
歓
迎
会

　

四
月
十
三
日
。
新
入
生
歓
迎

会
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
の
一

日
の
よ
う
す
を
ビ
デ
オ
で
紹
介

し
た
り
、
み
ん
な
で
線
オ
ニ
の

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

小
中
合
同
青
少
年

　
　
　
赤
十
字
登
録
式

  

四
月
十
四
日
。
小
学
校
と
中

学
校
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め

る
た
め
に
、
合
同
で
青
少
年
赤

十
字
登
録
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
録
式
は
小
学
生

七
十
六
名
と
中
学
生
が
四
十
名

の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

  

当
日
は
、
登
録
署
名
、
赤
十

字
旗
の
伝
達
、
誓
い
の
言
葉
を

唱
和
し
た
後
、
小
学
校
四
年
生

か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
が
外

に
出
て
、
通
学
路
の
ク
リ
ー
ン

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

風
が
強
い
中
、
み
ん
な
一
生
懸

命
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
奥
戸
小
学
校

と
奥
戸
中
学
校
と
も
に
連
携
し

な
が
ら
、
様
々
な
行
事
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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新
任
教
員
・
医
師
の
紹
介
【
敬
省
略
】

新
任
教
員
・
医
師
の
紹
介
【
敬
省
略
】

★
紹
介
内
容
★
①
氏
名

　②
担
当
教
科
又
は
役
職

　

③
前
任
校
又
は
前
任
地

　④
趣
味
・
特
技

　⑤
ひ
と
こ
と

④
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
（
一
応
指
導

員
で
す
。）・
温
泉
め
ぐ
り
・

食
べ
歩
き
（
ラ
ー
メ
ン
）・

野
球
観
戦

⑤
大
間
の
元
気
な
子
供
達
と
毎

日
楽
し
く
学
習
し
た
い
で

す
。
充
実
し
た
一
年
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
温
泉
め
ぐ
り
と
山
の
恵
み
を

採
り
な
が
ら
の
山
歩
き

⑤
大
間
の
子
ど
も
達
か
ら
た
く

さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な

が
ら
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

④
読
書

⑤
縁
あ
っ
て
、
再
び
大
間
町
に

お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
公
私
に
わ
た
り
、

皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
た

日
々
が
と
て
も
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の

良
さ
を
伸
ば
し
、
未
来
の
夢

実
現
に
向
け
、
地
域
の
皆
様

と
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

④
読
書
・
園
芸
・
物
作
り

⑤
海
の
そ
ば
の
学
校
で
仕
事
が

で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

大
間
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に

す
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
映
画
鑑
賞
・
ハ
イ
キ
ン
グ

⑤
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
す
ご

せ
る
よ
う
、
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

⑤
今
回
初
め
て
大
間
で
の
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
も
う
一
回
り
成

長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
歌
う
こ
と
・
楽
器
を
演
奏
す

る
こ
と
。

⑤
こ
こ
大
間
町
は
２
度
目
の
勤

務
に
な
り
ま
す
が
、
初
心
に

か
え
っ
て
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

④⑤
４
年
ぶ
り
に
大
間
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
奥
戸
の
子
ど
も

た
ち
が
一
層
輝
く
よ
う
少
し

で
も
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

④
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

⑤
本
州
最
北
の
町
大
間
で
教
員

と
し
て
働
い
て
い
け
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
子
ど

も
達
が
「
夢
」
を
叶
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。（
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。）

④
大
間
温
泉
の
サ
ウ
ナ
で
汗
を

流
す
こ
と
。

⑤
生
ま
れ
も
育
ち
も
嫁
ぎ
先
も

北
通
り
の
生
粋
の
（
！
？
）

北
通
人
で
す
。
７
年
ぶ
り
と

な
る
保
健
室
勤
務
を
馴
染
み

深
い
場
所
で
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
少
『々
ち
ゃ
か
し
』

な
所
が
あ
り
ま
す
が
、
一
層

北
通
り
を
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
（
テ
ニ
ス
・
バ

レ
ー
）・
よ
く
食
べ
る
こ
と

⑤
元
気
い
っ
ぱ
い
奥
戸
の
子
ど

も
達
と
一
緒
に
遊
び
共
に
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
、
が
ん

ば
り
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

④
食
べ
る
こ
と
・
遊
び
に
出
か

け
る
こ
と

⑤
久
し
ぶ
り
の
事
務
の
仕
事

で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
て

い
ま
す
が
、
大
間
の
お
い
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
、
パ
ワ
ー
全
開
で
学
校
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
全
般

⑤
３
年
前
ま
で
は
奥
戸
小
学
校

に
お
り
ま
し
た
。
年
が
い
も

な
く
富
士
山
頂
ま
で
登
っ
た

り
、
今
度
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。大
間
の
子
ど
も
達
が
、

世
界
に
泳
ぎ
出
し
て
い
け
る

よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

④
ド
ラ
イ
ブ
（
道
の
駅
巡
り
・

滝
巡
り
）

⑤
授
業
で
は
考
え
る
こ
と
、
わ

か
る
こ
と
の
「
楽
し
さ
」
や

「
喜
び
」
を
部
活
動
で
は
、

あ
い
さ
つ
な
ど
の
「
礼
儀
」

や
「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

④
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
・
ダ
イ

エ
ッ
ト
・
温
泉

⑤
大
間
中
学
校
の
明
る
く
す
て

き
な
歌
声
が
、
さ
ら
に
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
全

力
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

大
間
小
学
校

奥
戸
小
学
校

①石橋　　学
②６年１組担任
③第一川内小学校

①大田　恭子
②やまばと学級
③佐井小学校

①林　佳織
②音楽
③田名部中学校

①柳田　建
②数学
③田名部中学校

①鶴ヶ崎　敬子
②臨時事務員
③易国間小学校

①菊池　治夫
②校長
③佐井中学校

①佐藤　和也
②５学年担任
③苫生小学校

①若山　奈緒子
②養護助教諭
④佐井中学校

①松橋　幸
②ひまわり学級
③東通小学校

①家政　久美子
②３学年担任
③福浦小学校

①佐藤　貴志
②４年２組担任
③苫生小学校

①中村　裕美子
②養護教諭
③白糠小学校

①石田　光人
②３年２組担任
③第三田名部小
　学校

①竹本　陽子
②５年２組担任
③大畑小学校

①細田　敦子
②奥内小学校
③事務主任

大
間
中
学
校
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④
フ
ッ
ト
サ
ル
・
サ
ッ
カ
ー
観

戦
⑤
地
元
大
間
で
こ
の
仕
事
に
就

け
る
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に

思
い
ま
す
。
皆
様
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
徒
全
員
に
還
元

で
き
る
よ
う
精
一
杯
尽
力
致

し
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
鑑
賞
・
散

歩
⑤
教
師
２
年
目
と
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
若

さ
と
元
気
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
と

共
に
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い

き
、
生
徒
の
充
実
し
た
成
長

の
た
め
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
食
べ
る
・
寝
る

⑤
２
年
ぶ
り
に
大
間
に
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
、
気
持
ち
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
映
画
・
お
笑
い
鑑
賞

⑤
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
春

か
ら
地
元
大
間
中
学
校
で
教

師
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。日
々
勉
強
、日
々
努
力
！

経
験
が
浅
い
分
、
生
徒
の
立

場
に
な
っ
て
、
み
ん
な
が
元

気
に
す
ご
せ
る
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

④
料
理
・
音
楽
鑑
賞

⑤
館
の
上
に
立
つ
ビ
ッ
ク
・
ベ

ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
時
計

塔
に
奥
戸
の
皆
様
の
教
育
に

対
す
る
熱
い
情
熱
を
感
じ
ま

し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
精
一
杯
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

④
ギ
タ
ー
弾
き
語
り（
最
近
は
、

め
っ
た
に
し
ま
せ
ん
が
、
松

山
千
春
さ
ん
・
さ
だ
ま
さ
し

さ
ん
・
長
渕　

剛
さ
ん
等
の

古
い
曲
限
定
で
す
。）

⑤
子
ど
も
た
ち
の
夢
実
現
の
た

め
に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

④
休
み
の
日
、
猫
と
昼
寝
す
る

こ
と

⑤
奥
戸
小
学
校
に
赴
任
し
た
時

４
・５
・
６
年
生
だ
っ
た
子
た

ち
が
、
今
、
中
１
・
２
・
３
年

生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
変

わ
っ
た
部
分
、
変
わ
ら
な
い

部
分
を
見
つ
け
た
り
、
成
長

し
て
い
く
姿
を
見
守
り
な
が

ら
、
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

④
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ビ
リ
ヤ
ー
ド
・

走
る
こ
と
（
１
０
０
ｍ
）

⑤
教
員
と
な
っ
て
初
め
て
の
勤

務
先
が
奥
戸
中
学
校
と
な
り

ま
し
た
。
生
徒
の
笑
顔
が
溢

れ
る
授
業
に
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

④
自
転
車
・
旅
行
・
英
語
の
勉

強
・
剣
道
（
七
段
）・
居
合

道
（
四
段
）

⑤
大
間
高
校
で
す
べ
て
の
出
会

い
が
自
分
の
宝
物
に
な
る
よ

う
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

④
映
画
鑑
賞
・
旅
行
・
ド
ラ
イ

ブ
⑤
初
め
て
下
北
へ
ま
い
り
ま
し

た
。
一
日
で
も
早
く
慣
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

④
ピ
ア
ノ
・
ア
メ
フ
ト

⑤
は
じ
め
て
の
赴
任
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
他
の
先
生
方
と
協
力

し
、
大
間
高
校
の
皆
さ
ん
の

力
と
な
れ
る
よ
う
全
力
で
取

り
組
み
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
④
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

柔
道

⑤
今
年
か
ら
教
員
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
精
一

杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

④
温
泉
め
ぐ
り

⑤
出
身
は
平
内
町
で
す
。
大
間

町
に
初
め
て
赴
任
し
、
マ
グ

ロ
の
町
な
の
で
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

④
ド
ラ
イ
ブ
・
旅
行

⑤
地
域
住
民
の
方
の
健
康
の
た

め
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
る

よ
う
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま

す
。

④
旅
行
・
ダ
ン
ス

⑤
愛
知
県
出
身
で
す
が
、
ご
縁

あ
っ
て
大
間
に
参
り
ま
し
た
。

地
域
に
と
け
こ
ん
だ
医
療
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
自
転
車
・
パ
ン
づ
く
り

⑤
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

④
ド
ラ
イ
ブ
・
ツ
ー
リ
ン
グ
・

ギ
タ
ー

⑤
楽
し
く
頑
張
り
ま
す
！

①能戸　康一
②国語
③東通中学校

①船水　拓哉
②保健体育
③新卒
　（青森大学）

①菊池　美紗樹
②チームティー
　チング（ＴＴ）
③新卒
　（富士大学）

①関　道雄
②校長
③大平中学校

①大舘　拓也
②数学（免許教
　科　社会科）
③大平中学校

①松館　雄也
②保健体育
③大湊中学校

奥
戸
中
学
校

①加賀　利瑛
②数学
③新採用

①相馬　奈緒
②英語
③三戸高校

①石澤　徳成
②教頭（地歴・
　世界史）
③弘前中央高校

①新田　久美子
②養護教諭
③奥戸小学校

①木村　天永
　（たかひさ）
②副院長
③青森県立中央病院

①櫻庭　清文
②事務長
③七戸高校

①滝沢　拓也
②理科
③新採用
　（臨時講師）

①柳谷　利彦
②社会科
③大畑中学校

①高橋　礼
②内科医長
③青森県立中央
　病院

①大谷　啓介
②内科医長
③六ヶ所村国保
　尾駮診療所

①木村　里沙
②内科医長
③青森県立中央
　病院

大
間
高
校

大
間
病
院
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副院長　木村　天永№159

体
の
中
の
お
も
な
働
き

五
大
栄
養
素

お
も
な
食
品

炭水化物

エネルギー源になる 体をつくる 体の調子をととのえる

脂質 たんぱく質 無機質 ビタミン

魚介、肉、卵、
豆、豆製品、
牛乳、乳製品

カルシウムは
乳製品や小魚
※無機質の種類
によってさまざま
です。

ビタミンＣは
野菜や果物
※ビタミンの種類
によってさまざま
です。

ごはん、パン、
めん、いも、砂
糖

植物油、ラー
ド、バター、魚
の油、ドレッシ
ング

　平成23年４月１日付で大間病院に内科医師として赴任しました、木村天永（きむら　たかひさ）と
申します。自治医科大学を卒業し、今年で８年目になります。大学卒業後は２年間を八戸市民病院に
て初期研修を行い、その後、３年目に一度こちらでお世話になりました。４年ぶりに訪れた大間町は、
気候こそ変わりありませんでしたが、新たな商業施設が開業する等、徐々に町が発展している状況が
見て取れ、うれしく思っています。
　さて、話題は変わり、皆様周知のこととは思いますが、３月11日に東日本大震災が起こり、各地で
甚大な被害が出ました。幸いにして、当地には（直接の）大きな被害は出ていませんが、燃料・食糧・
医薬品をはじめとした物流への影響は続いており、当院も例外ではありません。ここ数年は比較的病
状の安定した方には長期の処方で外来患者の皆さんの長い待ち時間を解消すべく（受診回数（患者数）
が削減できれば、その分外来での待ち時間が短縮でき、また一度の診察にきちんと時間を割くことが
できるようになります）、努力してきた当院ですが、震災の影響で医薬品の入手が困難な状態が続き、
以前のような処方が出来ずにおります。この状況は東日本に限られたことではなく、被災地へ優先的
に医薬品を届けるため、日本医師会も３月23日の記者会見で、被災地外の医療機関などでは長期処方
を自粛するよう求めています。また、最近、民放テレビのCMで「節電」「買いだめの防止」等のキャ
ンペーンが展開されています。この際改めて医薬品のみならず、電力・マンパワーを含め、「医療」そ
のものが限られた資源であることを認識していただき、無駄なく「医療」を利用していくためにはど
うしていくのが望ましいのか、住民の皆さんとともに考えていきたいと思っています。
　このような事情で通院されている方々には御迷惑をお掛けしていますが、御了承のほど、宜しくお
願い申し上げます。

大 間 町 学 校 保 健 だ よ り

　アンケートによると、大間の子どもたちの約７割に好き嫌いがあるそうですが、好き嫌いはなぜいけ
ないのでしょうか。それは、それぞれの食材に含まれている栄養素の量や種類がさまざまで、偏った食
事をしていると栄養のバランスがくずれるからです。健康な体を作るためには、いろいろな食材を組み
合わせて、栄養を補いあうことが必要です。

　好き嫌いは、栄養が偏るだけでなく、味覚の発達にも影響します。好きなものばかりでなく、いろい
ろなものの味を体験しているうちに、何でも食べられるようになることもあります。

��好き嫌いせず何でも食べよう!!��

大間町学校保健会・養護教諭部会
大間町の子どものすこやかな成長のために（食事編）
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第173号 担当：藤巻保健師

子宮頸がん予防ワクチンの接種について
～中学１年生から高校１年生が対象です～

　子宮頸がんの原因となるＨＰＶ（ヒトパピローマウィルス）というウィルスは性行動により感染する
もので、すべての女性の約80％が一生に一度は感染するといわれています。子宮頸がん予防ワクチン
は、子宮頸がんの原因としてもっとも多い、ＨＰＶ16型とＨＰＶ18型の感染を防ぐワクチンとなってい
ます。
　６ヶ月間に３回のワクチン接種することで抗体をつくることができますので、きちんと最後まで接種
することが重要です。接種を希望される方は下記連絡先にお申し込み下さい。申込みされた方に予診表
等を個別通知いたします。

　このワクチンはすでに感染しているＨＰＶを排除するものではありません。成人以降は定期的に子宮
がん検診をうけて、前がん病変のうちに見つけることが大切です。

　連絡先：住民福祉課　健康推進係　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎　37－2111（内線21）

＜対 象 者＞　中学１年生～高校１年生
＜日　　程＞　平成23年７月26日（火）　１回目接種　　　平成24年３月26日（月）　３回目接種
　　　　　　　　　　　８月23日（火）　２回目接種　　　　　　　３月27日（火）　　　〃
＜接種場所＞　大間病院外来　　　＜受付時間＞　午後２：00～２：30

５月の保健行事乳児健診
日　時　５月16日（月）
対象者　平成22年９月～ 22年11月生
場　所　総合開発センター

ハローベビールーム
日　時　５月10日（火）
対象者　平成22年 ６ 月～ 22年７月生
　　　　平成22年12月～ 23年１月生
場　所　総合開発センター

5歳児健康相談
日　時　５月30日（月）
対象者　平成18年４月～ 18年５月生
場　所　総合開発センター
※今年度、新たに実施されます。就学に向けて
のお話や発育・発達などについて、保健師や
発達専門相談員が応じます。

心の健康相談
日　時　５月24日（火）　６月７日（火）
場　所　大間町公民館２階
時　間　13：00 ～ 15：00
毎月第１火曜日のサロンぬくもりの際、保健師
が心の健康相談を受け付けています。

ポリオ・三種混合予防接種
日　時　５月13日（金）
対象者　ポ リ オ　平成15年11月14日

～平成23年２月13日生
　　　　三種混合　平成15年11月14日

～平成23年２月13日生
場　所　大間病院外来

サロンぬくもり
日　時　５月10日（火）　５月17日（火）
　　　　６月 ７ 日（火）
場　所　大間町公民館２階
時　間　13：00 ～ 15：00
上記日程にて、開催します。精神保健福祉ボラ
ンティアがお待ちしています。

Hib・小児用肺炎球菌予防接種　　　
日　時　５月 ６ 日（金）・５月23日（月）
対象者　５月 ６ 日　平成18年５月６日

～平成23年３月６日生
　　　　５月23日　平成18年５月24日

～平成23年３月２日生
場　所　大間病院外来
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平成23年4月4日現在

生 活 整 備 課 議 会 事 務 局
課 長 矢 越 文 男 事 務 局 長 山 本　　 隆
副 参 事 能 登　　 誠 庶 務 係 長 （事務局長兼務）
課 長 補 佐 和 田 一 正 議 事 係 長 笹 谷 妙 子
課 長 補 佐 寺 岡 英 則
建 設 係 長 赤 田 一 美
上 水 道 係 長 （寺岡補佐兼務） 教 育 委 員 会 教 育 課
下 水 道 係 長 （能登副参事兼務） 参 事 岩 本 修 一
主 査 菊 池 貴 明 教 育 課 長 （参 事 兼 務）
主 事 松 山 幸 太 課 長 補 佐 古 畑 龍 泉
主 事 佐々木　賢　大 課 長 補 佐 傳 法 正 広
主 事 七 島 篤 史 総 務 係 長 （傳法補佐兼務)

社 会 教 育 係 長 伊 藤 満 治
主 査 佐々木　英　樹

会 計 管 理 課 主 事 御厩敷　葉　子
会 計 管 理 者 熊 谷 謙 治 用 務 員（ 大 間 中 ） 笹 谷 克 則
課 長 （管 理 者 兼 務） 臨 時 事 務 員 小 林 宣 慶
課 長 補 佐 小　林　まゆみ
会 計 係 長 傳 法 裕 一 公 民 館 長 （参 事 兼 務）

体 育 館 長 （参 事 兼 務）
勤労青少年ホーム館長 （参 事 兼 務）

う み の 子 保 育 園
園 長 竹 内 芳 憲 幼 稚 園 長 川　端　亜喜男
総 括 保 育 士 佐々木　眞智子 総 括 教 諭 小 鷹 秀 子
主 任 保 育 士 岩 本 泰 子 主 任 教 諭 福 浦 栄 子
主 任 保 育 士 横 浜 俊 子 主 任 教 諭 松　山　えい子
主 任 保 育 士 傳 法 幸 子 主 任 教 諭 金 澤 圭 子
主 任 保 育 士 矢 越 加 代
主 任 保 育 士 御厩敷　義　子
主 任 保 育 士 山　田　久美子
総 括 栄 養 士 番　匠　えり子
用 務 員 小 濱 て つ

子育て支援センター
所 長 （保育園長兼務）
総 括 保 育 士 （総 括 兼 務）

町 長 金 澤 満 春
副 町 長 菊 池 武 利
教 育 長 蛯　子　保　男
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大間町職員名簿
総 務 課 住 民 福 祉 課
総 括 参 事 吉 田 安 男 課 長 興 村 慎 吾
課 長 （総括参事兼務） 副 参 事 濱　端　一二三
課 長 補 佐 寺 岡 耕 一 課 長 補 佐 田 中 昭 子
管 財 係 長 増 山　　 渉 課 長 補 佐 松 原 俊 逸
行 政 係 長 山 本 竜 太 福 祉 係 長 （松原補佐兼務）
防 災 安 全 係 長 （寺岡補佐兼務） 住 民 係 長 菊 池 良 一
主 任 主 査 石 戸 秀 一 戸 籍 係 長 村 川 馨 子
主 査 岩　瀬　久美子 健 康 係 長 （課 長 兼 務）
運 転 管 理 長 傳 法 文 幸 主 査 興 村 和 恵
主 任 自 動 車 運 転 手 新 田 芳 孝 主 事 伊　藤　麻衣子
主 任 自 動 車 運 転 手 奈 良 宏 一 主 事 七 島 賢 人
自 動 車 運 転 手 谷 川　　 修 保 健 師 三 國 美 穂
自 動 車 運 転 手 番 匠 一 雄 保 健 師 竹　内　はるか
課 付 派 遣 蝦 名 正 樹 保 健 師 菊 池 香 代
臨 時 事 務 員 谷 口 祥 子 保 健 師 藤 巻　　 航

管 理 栄 養 士 山 崎 愛 来
企 画 経 営 課
参 事 伊 藤 健 一
課 長 （参 事 兼 務） 産 業 振 興 課
課 長 補 佐 伴　　 武 彦 課 長 野 崎 尚 文
課 長 補 佐 山 崎 一 利 副 参 事 木 戸　　 芳
主 幹 熊 谷 直 喜 副 参 事 林　　 信 夫
財 政 係 長 （伴 補 佐 兼 務） 課 長 補 佐 南　　 喜 治
原 子 力 対 策 係 長 村 川 研 二 課 長 補 佐 山 田　　 司
企 画 情 報 係 長 菊 池 雄 三 課 長 補 佐 田 中 一 義
主 任 主 査 小 林 唯 宏 課 長 補 佐 中　新　由記子
主 事 碇　谷　ゆかり 海峡保養センター事務長 （課 長 兼 務）
臨 時 事 務 員 坂 井 洋 子 農 林 畜 産 係 長 （山田補佐兼務）

水 産 振 興 係 長 金 澤 秀 人
税 務 保 険 課 商 工 観 光 係 長 浅 見　　 法
課 長 竹 内 真 也 主 事 冨 岡 直 仁
課 長 補 佐 笠 井　　 仁 自 動 車 運 転 手 菊 池 憲 昭
課 長 補 佐 岩 佐 育 夫 臨 時 事 務 員 酒 田 誠 也
課 長 補 佐 細 川 大 広
保 険 係 長 高 松 慎 悦 農 業 委 員 会
税 務 係 長 （岩佐補佐兼務） 事 務 局 長 （産業振興課長併任）
主 査 傳 法 政 仁
主 事 岩 瀬　　 望
主 事 秋 田 伸 哉
主 事 泉　　 優 介
臨 時 事 務 員 藤　枝　美恵子
臨 時 事 務 員 中　嶋　美智子
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　人権に対する困りごとや心配ごとの相談所を下記の日程で開設します。相談は無料ですのでお気軽に
御相談下さい。また、相談内容の秘密は固く守られます。
１．相談所開設日時　６月１日（水）午前10時～午後３時
２．相談所開設場所　大間町立大間公民館　二階
３．相　談　内　容　親子、夫婦、扶養、相続、借地、借家、名誉、信用、差別、虐待、いじめ、体罰

などの人権問題の相談内容となります。
※大間町人権擁護委員（新井田　義成 氏・石澤　一昭 氏・目時　浩美 氏、大場　弘子 氏）
問　総務課　☎　37－2111（内線14）

１　試験区分、職種、採用予定人員等
試験
区分 職種 受　　　験　　　資　　　格 採用予定人員 第１次試験

上級
行政

行政
事務

昭和57年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた方で、大学
を卒業又は平成24年３月31日までに卒業見込みの方 １名

教養試験
専門試験
職場適応性検査
一般性格診断検査

初級
一般

行政
事務

昭和61年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方で、高等
学校を卒業又は平成24年３月31日までに卒業見込みの方

（上級行政職の受験資格を有する方は受験できません。）
若干名

教養試験
事務適正検査
職場適応性検査

　ただし、いずれの職種も日本国籍を有しない者、自力により通勤ができない者、介護者なしに職務の遂行が
困難な者及び地方公務員法第16条に規定する次に掲げる者は、受験できません。
　①　成年被後見人又は被補佐人
　②　禁錮刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　③　大間町の職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
　④　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張

する政党その他の団体を結成し、又はこれに参加した者
２　試験日等　
試　験
種　別

試　験
区　分 試　験　日 試験実施場所 合否発表の時期と方法

第１次
試　験

上　級 ７月24日（日） 青森市内（未定です
が、後日、受験者に
通知します）

８月中旬までに受験者全員に合否を郵送で通知
初　級 ９月18日（日） 10月上旬までに受験者全員に合否を郵送で通知

第２次
試　験

上　級 ９月上旬
大間町役場

９月下旬までに受験者全員に合否を郵送で通知
初　級 10月下旬 11月中旬までに受験者全員に合否を郵送で通知

３　受験申込方法
　受験申込書を自筆で記入し、総務課まで提出してください。
　なお、郵送により申込みをする場合は、封筒の表に「受験申込み」と朱書きしてください。
＊　受験申込書の申込み書類は、総務課又は大間町ホームページにて受け取ることができます。また、受験申

込書には履歴書等の添付が必要となります。
４　受験票の交付
　受験票は各試験ごとの申込受付期間終了後に郵送にて交付します。
　なお、上級試験受験者にあっては６月末日までに、初級試験受験者にあっては８月末日までに受験票が届か
ない場合は、担当課まで連絡をしてください。
５　申込み受付期間
　⑴　上級（行政）
　　　平成23年５月16日(月)から６月10日(金)まで（ただし、土曜日、日曜日及び休日を除く）
　⑵　初級（一般）
　　　平成23年７月11日(月)から８月５日(金)まで（ただし、土曜日、日曜日及び休日を除く）
　＊　上記(１)及び(２)とも受付時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。
　　郵送による場合は、受付期間終了日の消印のあるものに限り受け付けます。

　この試験についての問い合わせ・受験申込み先は次のとおりです。

平成２４年４月採用　町職員募集
町では、来年度採用予定の職員を下記のとおり募集します。

人権相談所の開設について

〒039－4692　（個別郵便番号ですので、郵送の際は住所の記入は必要ありません）
　　　　　　　　 青森県下北郡大間町大字大間字大間104番地
　　　　　　　　 大間町役場　総務課　☎　0175－37－2111
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５月12日は、民生委員･児童委員の日です！

子ども手当は引き続き支給されます
子ども手当は、平成23年4月～9月までの６ヶ月間

これまでと同じ月額13,000円で引き続き支給されることになりました。

◆次の方は、お住まいの市町村への申請手続きが必要です。
　　◦出生などにより、新たに養育する子どもができた方　
　　◦既に受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた方
　　◦既に受給していて、他の市町村から引越しをされた方
◆次の方は、手続きの必要はありません。
　　◦既に受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない方
◆平成23年6月の現況届の提出は不要です。
　　ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。

詳しくは、お住まいの市町村にお問い合わせください。

●支給金額　子ども１人につき　月額 13,000円
●支給対象となる子ども　０歳から中学校卒業まで（０歳から15歳になった後の最初の３月31日まで）

●支　給　月　平成23年 ６ 月（平成23年２月分～５月分）
　　　　　　平成23年10月（平成23年６月分～９月分）

※なお、厚生労働省では、今般の東北地方太平洋沖地震の被災地域においても、円
滑な支給が行われる必要があると考えており、地方自治体とも十分相談しながら
対応してまいります。

ご 注 意

お問い合せ先
　大間町役場
　　住民福祉課

☎　37－2111

　全国23万人の民生委員・児童委員
は、全国民生委員児童委員連合会が提
唱している民生委員・児童委員「広げ
よう　地域に根ざした　思いやり」行
動宣言および「民生委員・児童委員発
　災害時一人も見逃さない運動」のも
と、地域の特性を活かした安全で安心
なまちづくりを推進しています。
　大間町民児協においても、平成19年
度から取り組んでおります「災害時一
人も見逃さない運動」事業で構築され
ている消防団、町内会等関係機関・団
体によるネットワークとの連携を密に
しながら万が一の災害時には、要援護
者の把握と安否確認に努めます。
　また、通常の委員活動も並行して
行っておりますので、お気軽にご相談
下さい。
※　担当の委員は右記のとおりです。
問　住民福祉課：民児協担当

☎37－2111　内線20

大間町民生委員・児童委員
氏　　名 電話番号 担当地区・町内会

畠　山　　　章 ３５１７ 美 島 町 ・ 朝 日 町
奥　本　征　雄 ２１４０ と き わ 町
松　谷　慎　子 ２３９９ 割 石 ・ 日 和 町
目　時　浩　美 ４５１０ 汐 見 町 ・ 美 島 町
中　新　幸　子 ２０５４ 日 和 町・ カ ッ ト シ
蛯　子　研　三 ３５５３ 日和町・カットシ・第二町内会
泉　山　英　子 ２５３４ と き わ 町
伊　藤　あき子 ３４６７ 東浜町 ･浜町 ･台場町・細間道
山　田　征　英 ４４４３ 上 町・ 山 道・ 第 二 町 内 会
若　山　もと子 ４１１０ 細 間 道 ･ 第 一 根 田 内
佐　藤　敬　子 ３８３５ 第 二 根 田 内
佐々木　榮　子 ３６５２ 向 町
菊　池　弥　生 ３０１７ 上仏町・浜町第一（一部）
山　本　　　稔 ３５６６ 浜 町 第 一・ 浜 町 第 二
和　田　八重子 ３０５１ 材 木

大間町主任児童委員
氏　　名 電話番号 担当地区

熊　谷　房　子 ２８２２ 大 字 大 間
眞　柄　生　枝 ２８０６ 大 字 奥 戸
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大間町役場　37－2111

大間町乳幼児医療費給付事業・大間町子ども医療費給付事業について

平成23年度緑の募金運動
期間：平成23年４月１日～５月31日

なくそう山の遭難を！～山菜採りや登山者の方へ～

　大間町では、お子さまの健康保持と健やかな成長を願い、０歳から中学校３年生までの医療費につい
て助成しています。
＜大間町乳幼児医療費給付事業＞
　対　　象：０歳児～小学校就学前の幼児
　申請方法：「受給資格証」の交付申請手続きが必要です。更新は１年毎となります。申請の際には、

お子さんが加入している保険証、印鑑、振込先口座が確認できるものをご持参ください。月々の
医療費の申請の際は、領収書をひと月分まとめて住民福祉課までご持参ください。

＜大間町こども医療費給付事業＞
　対　　象：小学校１年生～中学校３年生
　申請方法：「受給資格証」の発行はありません。医療費の申請の際には、お子さんが加入している保

険証、印鑑、振込先口座が確認できるものをご持参の上、領収書をひと月分まとめて住民福祉課
までご持参ください。

　詳しくは・・・住民福祉課　健康推進係まで　☎37－2111、内線22

　これから、県内では、山菜採りを含み、山での遭難事故の発生が心配されます。
　春登山や山菜採りシーズンを迎え、各地の山々は登山者等で賑わっていますが、毎年この時期、多く
の遭難が発生しています。
　ひとたび遭難が発生しますと、家族に心配をかけるだけでなく、捜索と救助のために多くの方々に多
大な迷惑をかけ、捜索のために莫大な費用がかかります。
山菜採りの遭難をなくそう
＝山菜採り遭難の特徴＝
①タケノコ採りの遭難が多発中です。②その大半を高齢者が占めます。③遭難原因第１位は「道迷い」

です。
山での遭難防止のために
○できるだけ複数で出かけましょう。○万一に備え、携帯電話、ライター、食糧、雨具はそろえておき
ましょう。○山菜採りにとって、熊は大敵。熊よけの鈴、笛、ラジオのご用意を。○家族の方に、行き
先、帰宅時間を前もって知らせておきましょう。
問　大間警察署　☎37－2211

　今年度も昨年同様、家庭募金・職場募金をしたいと思います。
　町の緑化運動のためご協力お願いします。
　平成22年度の緑の募金は下記のとおり活用させていただきました。
　平成22年度　　　募金総額　５０３，１９１円
　うち、青森県緑化推進委員会への交付金　２７６，７５５円
　うち、大間町緑化推進委員会活動費　　　２２６，４３６円
　【内訳】①大間小学校・大間幼稚園へ桜植樹　　②国道付近につつじ植栽　　③花壇整備
　　　　　うみの子保育園・大間保育園・大間幼稚園・大間小中学校・奥戸中小学校・大間高校

～平成23年度４月１日以降の制度改正について～
　４歳から小学校就学までの医療費に係る、受給者負担が廃止されました。
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　青森県内で、電気機械器具製造業に従事する家内労働者に適用される最低工賃が次のとおり改正され
ます。下記の家内労働を委託する委託者は、最低工賃額以上の工賃を支払わなければなりません。
最低工賃額：下表の品目、工程、規格の区分に応じ、金額欄に掲げる金額

品　　目 工　　程 規　　格 金　　額

シールド線
端末加工（シールド線をよじり、か
つ、芯線をむき出し、よじり、ハンダ
付けを行うことをいう）

100本につき
　　392円38銭

コネクター 差し（コンタクトをインシュレータに
差し込むことをいう）

１端子ごとに差すもの 100端子につき
　　　21円51銭

連続端子となっているもの 100回につき
　　　46円23銭

アルミ電解　
コンデンサー 目視による完成品外観検査

テーピング状
で行うもの

自動検査済
みのもの

100個につき
　　　８円61銭

バラ状で行うもの 100個につき
　　　15円31銭

効力発生の日　平成23年５月１日
詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧になれます。（http://www.aomori.plb.go.jp/）
※お問い合わせは、青森労働局労働基準部賃金室へ。（TEL 017－734－4114、FAX 017－734－5821）

インフォメーション

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納
めることが困難な場合、申請をして承認される
と、保険料の納付が免除される申請免除制度があ
ります。
　申請免除制度には、保険料の全額が免除される
全額免除と、保険料の一部を納付し、残りの保険
料が免除される一部納付があります。一部納付に
は、４分の１納付、半額納付、４分の３納付の３
種類があります。
　本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定額以
下の場合に、全額免除または一部納付が承認され
ます。
　また、退職（失業）を理由とした特例免除制度
もあります。特例免除は、申請する年度または前
年度において退職（失業）の事実がある場合に対
象となり、失業された方の所得を除外して免除の
審査を行います。
問　むつ年金事務所国民年金課　☎0175－37－2278

【国民年金保険料の免除制度】
請求期限が２年延長され、平成25年３月31日
までとなりました。
　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は
戦地の区域）に派遣され戦時衛生勤務に従事され
た、旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍
看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）に対し
て、その御苦労に報いるため内閣総理大臣名の書
状を贈呈しております。
　詳しくは、下記、お問い合わせ先まで御連絡く
ださい。
◆御本人または御家族などからの御連絡をお待ち

しております。
【問い合わせ先】
　〒100-8926　東京都千代田区霞が関２－１－２
　総務省大臣官房総務課管理室　業務担当
　電 話　03－5253－5182（直通）
　FAX　03－5253－5190

【内閣総理大臣名の書状を贈呈します】

自動車税・自動車取得税の減免について

青森県電気機械器具製造業最低工賃改正のお知らせ

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
またはその方と生計を一にする方もしくは常時介護者が、これらの手帳の交付を受けている方の生業、
通院、通学などのために自動車（営業用の自動車を除きます。）を利用している場合で、その障害の程
度や自動車の使用状況などが一定の条件に該当するときには、申請により自動車税・自動車取得税の減
免を受けることができます。
　なお、減免となる額については、次のとおり上限額が設けられています。
　○自動車税の上限…税額45,000円
　○自動車取得税の上限…課税標準額（障害者用の特別の仕様による装置の取付費用を除く。）250万円
　また、すでに減免を受けている場合には、５月に東青地域県民局県税部から前年度の申請内容が記載
された「自動車税減免予定通知書」が郵送されますので、記載内容に変更・誤りがないか確認してくだ
さい。申請した内容に変更があった場合は、申請事項の変更の手続きが必要です。
　自動車税等の減免に関する詳細については、下北地域県民局県税部までお問い合わせください。
　下北地域県民局県税部納税管理課　☎22－8581　内線211、210
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( 佐々木祐太（大間町）
  金橋　知花（風間浦村）

( 蛯子　広宣（大間町）
  小濱みゆき（大間町）
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第 517 号

発行日：2011年５月１日

人 口 男 女 世 帯 数

総数 6,281(－23) 3,229(－２) 3,052(－21) 2,570(－７)

大間 4,837(－７) 2,502(＋４) 2,335(－11) 2,023(－２)

奥戸 1,256(－14) 631(－４) 625(－10) 476(－５)

材木 188(－２) 96(－２) 92(±０) 71(±０)

平成23年３月末現在（　）前月比

「戸籍の窓」には大
間町に住民登録をし
ている人の出生、死亡、結婚について記載し
ますが、個人のプライバシーを尊重する意味
で載せてほしくない人は届出の際に係に申し
出てくださることをお願いいたします。

お誕生
　おめでとう

中塚　七
なな

星
せ

（昌樹）　　工藤　晴
はる

道
みち

（尚輝）
小林　日

ひゅうが

向（　光　）　　蛯子　真
ま

琴
こと

（真治）
熊谷　暖

はる

斗
と

（友哉）　　　　　　　　　　

小谷　れき　96 歳　　　佐々木正行　80 歳
熊谷　　稔　63 歳　　　山㟢　りよ　84 歳
木谷とみゑ　93 歳　　　菊池　なり　80 歳
山㟢　アヤ　72 歳

おくやみ
　申し上げます

ご結婚
　おめでとう

３月届出分

海峡保養センター
■営業時間　午前９時～午後９時
　☎37－4334
＊指定された駐車場に駐車してください。玄関前、
　ロータリー付近は駐車禁止となっております。

養老センター
＊営業時間が変更になりました。
■営業時間　午前８時～午後９時
■今月の休館日　３日、10日、17日、24日、31日
　☎37－2411
＊指定された駐車場に駐車してください。

♨ 大間温泉 ♨
「
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こ
」
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